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最高裁人任第1130号

令和2年8月21日

殿内閣総理大臣安倍晋 三

最高裁判所長官大谷直

判事兼簡易裁判所判事に任命されるべき者を次のとおり指名する。

なお，本件は裁判官会議の議を経たものである。

おって， 同人は，本官たる判事としての任期が令和2年9月7日限り終了し，

時に兼官たる簡易裁判所判事も退官となるものである。

I

同

わた なべ ゆう じ

渡部勇次

(発令希望日令和2年9月8日）

『



(再任）

判事兼簡易裁判所判事任命資格調 （令和2年9月8日）

補職さるべき庁 前 職 氏 名 生年月日 根拠法規

水戸地判事兼水
戸簡裁判事

水戸地判事兼水
戸簡裁判事

渡部勇次 昭36.3.25 略

一
●

● ●

ゆ
■



兼 官 理 由

簡易裁判所判事を兼官さ簡易裁判所の令状事件等の処理を機動的に行うために，

せて裁判事務を適正に処理させたい。

1

是

「 〔



I

最高裁人任第121 1号

令和2年8月21日

殿内閣総理大臣安倍晋
一
一
一

最高裁判所長官大谷直 ノ

裁判所法第45条第1項の規定により簡易裁判所判事に任命されるべき者を別紙

のとおり指名する。

なお，本件は簡易裁判所判事選考委員会の選考及び裁判官会議の議を経たもので

ある。

令和2年9月1日）(発令希望日



(別紙）

響雷鶯壁

芙謹聲沃

おか した なお・ き

岡下直樹

禾詩吏蔀

岑爵敲睾

篠雷落堕

旨蒼 誰上

通薦穏蓉

菫崖篝請

蓋苗字童

茜蒋雲犀
･卜

あき た まさ ゆき

秋田正之

碆采着為

はし もと みつぐ

橋本 貢

潭 捧手

馨 健児

いけ だ とし ひこ

池田俊彦



いずみたに さとし

泉谷 聡

蘂讓莨，些

誉殆莉睾

等菖嘩笑薑

誤差誇美

華極霜費

ふか ざわ つとむ

深澤 勉

I

言莨ﾗ皇
やま

山

海藤 薇”
かい どう

猛言巌溌

飴篭噴呈謙

尭ロ藤薄雲

雪筆繍 篭．
．『

善蒋萱溺

「

や

1

｛ し



簡易裁判所判事任命資格調 (令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現 職 氏 名 生年月日 根拠法規

東京簡裁判事 青山惠
－一 昭37‘6．23 裁判所法第45条第I項

東京簡裁判事 大澤賢次 昭34.4.24 〃

東京簡裁判事 岡下直樹 昭35.4.12 〃

｡ ｡

東京簡裁判事 木村史郎 昭36.3, 15 〃 ．

・ さ△

東京簡裁判事 今野敏幸 昭35.8.2 〃

旬 ｡

東京簡裁判事 篠山裕
、 吟 昭39, 12.17 〃



塔

簡易裁判所判事任命資格調 （令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現 職 氏 名 生年月日 根拠法規

東京簡裁判事 白倉 弘 昭44.9.8 裁判所法第45条第1項

東京簡裁判事 田崎徳行 昭38.1. 19

,

〃

東京簡裁判事 土屋靖明 昭38， 12．28 〃

東京簡裁判事 遠山千夏 昭34.8‘ 18 ﾉノ

東京簡裁判事 西村公雄 昭31.6.20 〃

大阪簡裁判事 秋田正之 昭35.3.9 ﾉノ



簡易裁判所判事任命資格調 （令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現 職 氏 名 生年月日 根拠法規

大阪簡裁判事 岩本直樹 昭42.6.2 裁判所法第45条第1項

大阪簡裁判事 橋本 貢 昭35.9.21 〃

大阪簡裁判事 原 洋子 昭43.8.26 〃

大阪簡裁判事 森 健児 昭43, 11.28 〃

名古屋簡裁判事
。
？

池田俊彦 昭36,1. 1 ﾉノ

名古屋簡裁判事 泉谷 聡 昭42.4. 10 〃



簡易裁判所判事任命資格調 （令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現 職 氏 名 生年月日 根拠法規

名古屋簡裁判事 紫藤良 一 昭35.7.3 裁判所法第45条第1項

名古屋簡裁判事 宮治利幸 昭38. 10.7 〃

広島簡裁判事 寺畠大貴 昭51.9. 19 〃
● ｡

広島簡裁判事 森本清美 昭34.11. 12

ロ
グ

ﾉノ

福岡簡裁判事 平田和寛 昭38‘ 11．28 〃

福岡簡裁判事 深澤 勉 昭35. 11,10

句

■
？

〃

●
■



簡易裁判所判事任命資格調 (令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現 職 氏 名 生年月日 根拠法規

福岡簡裁判事 山口良
一

阜 昭35.11.30 裁判所法第45条第1項

仙台簡裁判事 海藤 徹 昭36．2．5 〃

仙台簡裁判事 田 口威雄 昭37.8.17 〃

仙台簡裁判事 中脇慎二郎 昭34,6.19 〃

卜。

札幌簡裁判事 加藤博之 昭35.12.18 ﾉノ

札幌簡裁判事 二本柳 聡 昭35.7. 15 〃



テ

ロ，

簡易裁判所判事任命資格調 （令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現 職 氏
● ●

名 生年月日 根拠法規

高松簡裁判事 香村直樹 昭36‘4．30 裁判所法第45条第1項

グ ．

ｂ
■
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（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

一守■~ー

東
京
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

宮
）
を
命
ず
る

グ
ー裁

判
所
職
員
総
合
研
修
所
教
官
を
命
ず
る

最
高
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
大
法
廷
首
席
書
記
官
）
を
命

ず
る

甲
府
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

″

る

事

項

国

ｴ便

-古．
I園I

〃〃 〃〃 〃

庁 －

岡
下
直
樹

裁
判
所

名



－

｢7打 ’ 裁 判 所

と
呪
．
靴
品
呼
‐
が
一
Ⅱ
代
山
甸
吋
Ｕ
肝
叩
唱
角
、
扣
閉
坐
田
且
剋
軸
壯
が
Ⅳ
。
Ｆ
▽
咄
‐
・
閣
朏
刊
・
ロ
悔
柿
］
畔
１
‐
ぱ
ｒ
］
Ｌ
ｎ
Ｊ
誼
呵
到
．
叩
日
出
一
凶
咀
哺
Ｉ
ｒ
４
ｒ
Ｆ
‐
訓
‐
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｒ
．
Ｊ
号
視
平
印
南
川
叫
‐
柚
印
⑭
Ｌ
吐
帥
Ｊ
１
出

内
臓
曲
岡
引
胎
川

現
住
所
一

年

肌
川
口
Ｌ
’
一
■
Ⅱ
Ｕ
●
且
■
．
ｍ
Ⅱ
０
，
■
』
凸
砂
Ｉ
同
‘
■
。
ｎ
回
で
』
■
・
可
Ｆ
１
且
、
Ｇ
門
別
ｈ
‐

ロ

ーチブ

月。
『
”
胆
椚
咀
邑
凸
則
■
票
』
副
■
巳
叫
耐
畢
『
Ｈ
由
孟
刊
〆
印
印
●
出
制
‐
且
‐
１
‐
砥
草
１
１
ｒ
甲
田
●
ｆ
Ｆ
‐
咄
守
‐
‐
。
Ⅱ
川
旧
旧
・
画
醒
』
Ｔ
思
噌
げ
ゐ
呵
卍
『
‐
卸
》
輻

ｒ
上
・
名
・
一
■
■
ロ
ロ
‐
Ｅ
‐
宮
し
・
ｌ
Ｌ
Ｉ
』
７
．

H"$ロ

■■、,■叩’弓r－h

乱#.+罫■

Ⅱ ■
ﾛ ﾛ

1 1ロロ' -P’ 1’ 弓削I
･￥ 1．円・

日Ⅲ龍‘ ；
ロﾛ

ロ!・- 1吋'F由

榊‘晶一
L Ⅱ J,1'画■L型一■■『

｜
’

事

■■－－－■■ロー■ｰ

…’

出生の
年月日

氏
名

塙
グヘ

木き昭
和
三
十
六
年
三
月
十
五
日

む
ら
村

庁

史し

づ

郎？
つ名



｢目〒1 叢 il Wi

年
号
一
月

１
１
‐

日

事

項

庁

木
村
史
郎名



裁 判 所

年〃〃〃〃

二

四

一
一
一
一

一
一
一
ハ

一
一

号九

四四四

－

一一一一

水
戸
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
首
席
書
記
官
）
を
命
ず

ー

千
葉
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
家
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

千
葉
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
家
事
首
席
書
記
官
）
を

さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
家
事
次
席
書
記
官

横
浜
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
少
年
首
席
書
記
官
）
を

る

を
命
ず
る

事

項

最
高
裁
判
所

〃〃

庁

木
村
史
郎名



1

4丁

年

号

月

臼

命
ず
る

最
高
裁
判
所

事

項

ー

庁

名

裁 判 所



1丁

Ｐ
Ｒ
可
■
】
凸
■
Ⅱ
．
●
‐
戸
口
。
■
．
胴
旦
踊
百
町
毎
曲
Ｈ
１
一
岳
ｆ
出
‐
昂
ｂ
Ｈ
‐
凸
Ｊ
■
『
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｄ
■
ｆ
『
・
貼
‐
・
‐
山
‐
ｉ
●
土
・
‐
〃
‐
汀
‐
一
■
・
目
哩
Ⅲ
。
、
罰
ｒ
■
Ｒ
Ｌ
湖
面
‐
Ⅲ
副
咀
Ｆ
■
‐
Ｈ
Ｐ
刊
・
『
国
ｒ
Ｊ
■
Ｌ
Ｊ
『
由

1

■

可

・
即
日
引
弓
‐
■

且
’
１
．
．

・
Ｉ
１
ｄ
Ⅱ
１
旧
呵
。
■
、
』
■

Ｍ
勺
■
ｆ
■
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
。
呵
恒
■
■
■
■
■
■
■
■
心
Ⅱ
■
口
旧
、
’
日
日
雪
ｇ
５
ｒ
ａ
Ｄ
■
且
一
ロ
ロ
■
■
■
■
“
守
口
ロ
■
口
Ⅱ
。
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
日
■
ａ
■
■
■
■
■
■
冊
■
日
且
■
”
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

月

I
声

冒泊
■
ｕ
ｒ
ヨ
ー
■
山
１
泊
■
■
、
。
Ｐ
■
凸
■
Ｉ
Ｉ
ゴ
」
．
■
ｉ
■
■
’
Ｌ
‐
‐
ｈ
Ｌ
今
■
８
０
Ｆ
１
９
■
Ⅲ
■
Ⅱ
■
叩
■
Ｊ
■
１
１
．
■
・
ｐ
Ｌ
ｑ
Ｉ
■
。
Ｆ
■
『
Ｉ
且
ロ
ー
戸
■
Ⅲ
師
一
■
Ｉ
■
■
■
ｈ
Ｉ
Ｊ
■
‐

事

I
’

’

項

こ
ん
の
と
し
ゆ
き

－

庁

名



2~]－ 裁 所
叩
泗
咄
刊
４
Ｊ
朋
咄
＃
１
Ｔ
Ｏ
Ｉ
咄
Ｔ
Ｉ
Ｌ
〃
１
１
１
１
１
可
Ｉ
Ｊ
１
ｉ
ｎ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
１
ｌ
４
Ｊ
弗
日
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
１
ｑ
Ｉ
ｎ
子
肌
Ｉ
卜
・
ｌ
Ｊ
ｒ
ｐ
Ｉ
ｉ
１
１
１
１
Ｊ
１
Ｉ
乢
山
か
＃
Ｌ
画
１
１
江
川
山

’

1

年
号
一
月
一
日
一
事

項
名
一
庁

『
出
屯
配
訶
判
‘
‐
ロ
‐
●
踊
馳
‐
門
、
吟
‐
哺
暉
出
‘
宮
同
●
よ
、
腕
隆
曲
皆
叱
圏
厘
冨
■
曙
幽
Ｅ
Ｗ
Ｌ
因
‐
誤
Ｊ
・
Ｌ
ｌ
別
肛
朝
日
山
屯
．
川
判
‐
‐
．
＊
‐
脚
邸
列
踊
刷
寄
到
ｈ
Ｐ
Ｆ
旧
踊
‐
門
別
ｒ
‐
隆
時
ユ
ギ
蟷
朏
醇
町
Ｌ
笛
賜
甜

ﾛ少P

P

l
I

I

i

l
I旦守

今
野
敏
幸



■
ｑ
■
Ｂ
Ⅱ

弥
口
Ｊ
Ｊ
餌
旧
い
甲
叩
岾
に
叱
吋
作
田
盟
閃
副
‐
叫
卍
ｍ
研
１
占
叩
鄙
‐
守
印
可
Ｊ
や
叩
」
．
』
啓
旧
且
訓
、
■
凸

ｑ
噌
上
］
則
？
‐
・
■
し
－
１
町
皿
弓
引
血
Ⅲ
「
■
Ｕ
・
・
沖
口
Ｆ
ざ
Ｊ
１
卯
■
■
■
Ｐ
門
■
乃
印
▽
｜
呈
田
Ｊ
●
‐
■
ｎ
口
１
皿
皿
叫
一
１
１
１
鼎
Ⅳ
Ⅱ
】

h

Ｐ
岾
一
■
伺
夙
ｂ
■
五
画
■
。
且
■
■
■
工
■
■
且
■
■

Ⅱ
厚
‐
ｒ
羽
一
戸
０
一
四

－
日
。
凸

■

千

口

ｈ

ｄ

，

山

肘

。

ｈ

‘

上

甲

』

。

Ⅱ

げ

口

■

Ⅱ

竜
．
」
口
乢
印
腰
乱
回
廸
訴
‐
ｒ
・
‐
￥
趾
皿
一
Ｒ
Ｆ
Ｌ
Ｂ
且
■
凹
型
・
評
・
岡
山
ｊ
２
。

正お．
舎尹,

一
今
野
敏
幸

項

庁

名

一一一毒一一一ユ －



_[玉1 ’ ■
固
■
園

裁 判 所

jj
ﾉﾉ 〃

一
一
一

一

九

’

.－－T一一‐

| 月 ’四

に
四

－

日一

仙
台
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
総
務
課
長
）
を

命
ず
る

事

1窟
〆、

一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
ｈ
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
０
１
１
４
４
◆
句
凸
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
０
ｅ
Ｉ
■
－
■
防
げ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

｜
仙
台
高
等
裁
判
所

最
高
裁
判
所

庁 －1－
▲
可

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
‐
１
ｌ
ｌ
ｒ
ｄ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
９
■
Ⅱ
■

Ｄ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
１
１
Ｉ
々
０
８
■
０
８
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
ｌ
ｆ
■
■
■
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
．

手
Ｔ
ｊ

画
曜
《

敏
幸

名

|－

■■■■ 」』 ，



’一言1 裁 判 所
－

一

’
ﾉノ 年〃 〃ﾉノ

一
古
田

一
■
■
Ⅱ
Ｉ
乢
担
ク
月
旧
‐
工
吐
画
■
竜

ｌ
山
口
吐

唱
虻
。
１
Ⅱ
■
１

．
ｒ
■
卍
Ｊ
■
口
吐
己

山
■
㎡
旦
卑
、
皿
叩

Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｕ
囮
品
■
■
｜
Ｆ
Ｂ
■
、
凸

Ⅱ
Ⅱ
■
９
■
■
■

一
一
一
ハ

＝

○

二
八 号

ﾉノ

月
八四八

〃

日

｜
一
仙
台
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）
を

一一

－

畷
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

－

１

｜

仙

台

家

庭

裁

判

所

裁

判

所

事

務

官

（

事

務

局

長

）

を

命

ず

る

命
ず
る

最
高
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
第
三
小
法
廷
首
席
書
記
官
）

一
を
命
ず
る

一

■
１
１
■
ｌ
・
ト
ー
■
Ｉ
＆
‘
１
１
■
Ｌ
‘
■
町
目
Ⅱ
■
１
１
１
Ⅲ

事

ロ
３
。
俳
冊
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ａ
０
ｊ
９
ｌ
卜
ｒ
ｐ
Ｄ
』
８
９
■
■ 項

一

庭L
農膜〃〃ﾉノ

庁高 一

〈
「裁

判
所 野

敏
幸

I

iL｣
名

一



裁 判 所1丁

本
籍

耳や＝ －－

現
住
所

f司一

mF

’
ロ

万一

月

日

－－由

事

氏
一
軸
睦
恥

,旧年仕

|鯛＃
峰=一

名

嫡
■餌、

篠肘昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
七
日

や
山 ｝
季

庁

ゆ
う
裕

し、
4－－－■心 ■

ち名

’一



2丁
一

裁 判 所

I
P

年
号
一
．
月
一
日
一
事
項
一
庁
名

1

ｺ

H

可
■
Ｅ
甘
■
Ｌ
・
口
ｐ
ｒ
９
■
Ｉ
、
Ⅱ
Ｌ

Ｆ
０
脾
応
刮
門
山
丁
遊
旧
居
型
凹
Ｆ
ｂ
配
脱
咀
Ｌ
Ｉ
ｒ
岬
虻
⑫
・
単
『
ｒ
咄
．
泪
凸
ｕ
甲
旧
・
屯

一
篠
山
裕
一
－

１
１

■
■
Ⅱ

■
一
■
Ｉ
且

1

■

､1

ニ

ヨ

『

I
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訂
一
一
一
一

年
号
一
月
一
同
一
事
項
一
Ｌ
ｍ
ｌ
ｌ
名

I

一一一一一一

Ｊ
ｒ
Ｉ
■
Ｉ

一

ｐ
ｈ
Ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
１
１
０
１
Ｊ
卜
ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ

ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
！
■
１
０

篠
山
裕
一

I



’F刊 裁 判 所

本
籍

現
住
所

年

一

口
君
一
日
“
一
門
同

一

事

へ

ゞ
出
生
の

一
年
月
日

氏
名Ｊ

二
ｒ
Ｌ
■
ａ
■
ご
ｎ
川
口
ら
ｌ
卜
‐
‐
■
Ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｄ
Ｉ
ｐ
ｒ
Ｐ
ｌ
げ
Ｐ
Ｌ
Ｆ

一一

し
ら
く
ら

白
倉

昭
和
四
十
四
・
年
九
月
八
日

Ⅱ
ｒ
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｉ

庁

ひ
ろ
し
弘

’
■■■■■■■■■■■一



r詩1 裁 判 所

ﾛｰ革隠
對
鞘
醐
繩
騨
蝿

１

１
１

■

凡

蕗I
F

胆
Ｐ
岸
Ｉ
旧
ｒ
Ｌ
日
一
事

項

卿
沿
‐
‐
渦
出
此
泊
ｂ
・
Ⅱ
■
Ｉ
■
可
。
‐
白
‐
Ｊ
‐
Ｆ
ｕ
ヰ
Ｊ
私
Ｊ
‐
‐
下
．
一
説

＃
届
”
Ｆ

'’
1：

同l‘ll
I

I

倉
弘名

告



一

I厨子1 裁 判 所

年年〃

I
一

画
《

画
戸
デ
ー
一

画
《

画
戸
デ
ー

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
Ｉ

月月
五

日日
一

一

平
成
十
三
年
法
律
第
四
号
に
よ
り
浦
和
地
方
裁
判
所
を
さ
い
一

平
成
十
三
年
法
律
第
四
号
に
よ
り
浦
和
家
庭
裁
判
所
を
さ
い

た
ま
家
庭
裁
判
所
と
改
称

事

項

q

庁 －

白
倉

名
弘

__｣坐」



4丁

i
l

ll
il

l’l
ll
i

I』

裁 判 所

■
干
鄙
叩
陣
Ⅳ
咽
吊
Ｔ
ほ
ら
門
田
亘
門
唾
凹
面
山
胸
写
も
“

丁
官
合
コ
マ
出
口
印
Ｔ
ｊ
配
町
呵
旧
、
略
Ｉ
Ｔ
ｐ
．
・
曲
ｒ
‐
田

年
号
一
月
一
日

ロ ｜‘1 1 ’‘

Y1ｺt』:~l
;､ﾔ蹄'
1J, ､ Hｵ･
’ ’日， ロ ’

.･n－J1r, -．

ﾐﾙ, ,出_|‐
' ’ ’f,｡｣’
Lﾛﾛ1画画 l

i
召
ｒ
■
哩
■
』
正
咽
。

■
胡
■
Ｊ
Ｆ
■
■
］
凶
‐
田
山
昇
川
且
■
二
叫
唱
。
Ⅱ
酉
乱
■
・
１
■
ｐ
ｌ
１
ｒ
土
▼
ｊ
亜
］
■
Ｆ
凹
出
■
ｌ
■
■
展
画
］
Ｔ
二
翠
卍
口
品
咄
月
Ⅲ
ご
皿
■
■
曲
■
弓
ｂ
ｒ
口
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Ⅱ
兜
‐
．
Ｊ
・
砧
二
』
■
Ⅳ
日
‐
『
Ｊ
且
ｑ
『
Ｉ
．
ｊ
■
ｒ
ユ
■
Ｆ
■
■
‐
］
■
面
■
■
ロ
軌

脚
乢
咄
ｒ
岡
目
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Ｊ
１
●
烏
貯
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』
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Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
１
Ｆ
Ⅲ
上
虚
圀
■
ｑ
Ｈ
㎡
戸
上
創
凹
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元
上
田
虹
互
「
冊
出
品
叫
田
悪
■
Ｊ
｜
判
北
・
切
開
勺
Ｆ
卸
亘
ｒ
亘
丑
Ｌ
ｕ
吐
咋
Ｉ
ｂ
ｒ
旧
‐
■
即
珀
卍
凸
‐
ｌ
Ｉ
Ｌ
‐
で
‐
Ｊ
１
叫
卜
、
＃
排
日
Ｌ
Ｊ
Ｗ

品
吐
血
埋
罪
’
九
・
田
元
４
．
Ｈ
Ｊ
Ｂ
ｈ
期
唖
‐
Ⅷ
曽
挫
乳
ゞ
４
帖
与
凸
Ｆ
門

事
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一
庁
名
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．
ｍ
口
中
唖
吋
凸
面
、
〉
暗
峠
晒
呵
訓
利
画
昏
伸
ｒ
凧
唾
嘔
嗣
岬
里
旺
勗
吋
・
王
凹
Ｊ
ｍ
ｐ
ｒ
則
阻
沮
〆
目
叩
踊
・
山
・
‐
町
．
母
酬
口
剖
、
・
両

白
倉
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日
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山
Ⅱ
‐
凡
円
削
峠
川
自
廿
旧
一
・
Ｆ
Ｈ
ｐ
睡
川
Ⅶ
い
Ｉ
」
甦
田
則
隅
■
Ｌ
Ｌ
尹
口
団
咄
咄
‐
Ⅱ
一
団
Ⅳ
釦
Ｅ

．

露 氏
名

項

出た出た昭
和
三
十
八
年
一
月
十
九
日

や
ご
会
）

崎
や
ご
会
）

崎

一一一
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の
り
ゆ
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徳
行

の
り
ゆ
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徳
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一
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三
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一

七 四○ 号

月
四四四 四

I
１
１

－一一

Ｔ

甲
府
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
裁
判
所
事
務
官
（
審
査
官
）

を
命
ず
る

新
潟
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
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命
ず
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事

項

最
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裁
判
所
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庁

田
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年
周
１
１
惟
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■
■
■
■
■
■
■
凹
可
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
ｌ
ｄ
〃
－
１
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
ｒ
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ
亘
■
■
Ｆ
■
屋
■
■
■
■
・
咀
皿
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
由
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Ｉ
０
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
’
１
１
１
１
１
■
１
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■
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T
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山
Ｊ
１
Ｌ
呵
口
Ｆ
Ｌ
田
祁
Ｊ
ユ
ロ
Ｊ
Ｈ

月

日

■
。
■
『
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｈ
ｐ
■
伊
岫
■
｜
“
・
日
ユ
‐
卜
ｂ
ｆ
ｍ
ｒ
‐
■
Ｔ
■
・
ｐ
Ｍ
ｌ
Ⅱ
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Ⅱ
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旦
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』
‐
■
■
‘
ｌ
■
ｒ
■
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ｌ
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］
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０
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叫
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Ｉ
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・
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や
す
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錆
明
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一
一
一 囚

日

一
一
一
一

命
ず

裁
判
所
職
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臨
時
措
置
法
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猫
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
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法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
二
年
三
月

命
ず
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東
京
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
次
席
書
記
官
）
を
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葉
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方
裁
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所
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（
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次
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書
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日
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年
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・
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■
０
８

日
Ⅱ

Ｉ
Ｐ
Ｊ
ｑ

Ⅱ
『
Ｊ
■
Ｈ

■
弓
１
１

Ⅱ
■
・
己

心
‐
甜
吋
印
Ⅲ
一
Ｆ
■
■
一
■
加
・
且
■
■
■
■
■
０
四
Ｆ
■
■
且
ド
ー
■
■
画
１
１
．
■
Ｉ
．
■
■
伊
一
四
Ｆ
Ⅱ
。
画
０
Ｊ
且
■
一
Ｊ
。
■
ｒ
・
０
座
一
虻
■
画
Ｌ
研
ｌ
■
町
■
四
ｍ
石
Ｈ
加
川
Ｉ
Ⅱ
Ｈ
‐
・
■
Ｐ
Ⅳ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
守

一

日

■
■
■
□
Ⅱ
可
・
■
■
・
■
Ⅱ
日
１
㎡
画
Ⅱ
可
■
｜
Ｊ
Ⅱ
■
■
■
Ｉ
‐
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■
圧
１
１
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■
Ｉ
■
■
画
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■
Ⅱ
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Ⅱ
▽
Ｊ
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郡
帆
垂
鰯
鎚
妙
山
賊
孵
駅
畠
一
児
蝿
坪
削
蜥
離
鼎
岬
Ｌ
Ｔ
幽
則
唱
哨
Ⅲ
Ⅷ
癌
舳
批
沸
脾
．
柵
．
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．
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輔
助
翻
謝
躍
託
齢
．
師
珊
澤
舎
俳
韓
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一
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印
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‐
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．
唯
翻
鰡
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値
脆
首
諄
虻
健
町
‘
一
乳
乢
岬
帥
哩
切
睡

項
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村
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加
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Ⅱ
粕
■
凡
Ⅳ
江
田
司
峠
汎
囚
酢
円
や
屯
‐
Ｆ
巴
㎡
副
弛
Ｅ
ざ
可
吊
副
西
貼
Ｌ
歩
耳
叫
甲
Ｐ
１
．
鄙
面
畔
も
Ｆ
宙
且
－
１
■
●
凡
１
㎡
叫
巾
．
卜
出
別
巳
匂
い
‐
７
１
‐
Ｉ
ゞ
配
咀
日
脚
域
凸
竺
匿
庁
細
田
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月
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瑠
画
祁
ユ
、
．
＃
慨
叡
皿
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‐
色
呵
駒
諄
肝
喝
虚
心
里
呈
呼
Ｌ
Ｈ
Ｆ
ぽ
い
丹
牌
・
●
型
串
”
１
国
躯
測
地
Ｌ
申
罪
．
胆
ｎ
年
‐
山
酎
叱
副
引
和
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虹
珸
悪
仲
Ｊ
…
碑
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品
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日
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停
委
員
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す
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い
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家
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裁
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と
す
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４
皿
Ｉ
佃
伸
一
ｌ
早
刊
Ｊ
■
■
回
座
間
円
ｂ
凹
ご
凹
回
工
可
印
押
叫
‐
化
曲
ｒ
問
雷
刈
出
匠
弔
生
面
野
矼
芋
Ⅱ
詞
四
・
田
鄙
Ｐ
ｈ
申
せ
竜
出
一
ｂ
四
声
千
Ｗ
Ｈ
円
ｂ
Ｉ
凸
令

戦

畔
当
割
劇
唱
叩
‐
誼
咄
晶
駒
訓
泳
‐
普
踊
蝿
宮
叩
‐
‐
‐
一
牌
‐
‐
ゞ
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沁
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．
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．
脚
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副
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訓
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強
ぽ
Ｆ
咄
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抵
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狼
凪
汗
照
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が
「
山
．

挫
珸
炉
碑
Ｆ
Ｆ
野
面
Ｆ
巧
い
洲
妬
軋
出
亭
囲
回
曲
北
窒
州
咽

四
Ｆ
一
概
菩
‐
哺
卑
野
＃
ず
悪
’
判

ロ
万
一
一
両
刺

一一

日

■
ｑ
・
ロ
肱
・
円
ｊ
Ｆ
ｈ
上
舟
‐
Ⅱ
脾
■
１
世

即
■
可
■
■
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‐
丑
配
■
出

Ⅱ
一
旦

■
Ⅱ
■
Ⅱ
１
０
１
■
■
■
１
１
１
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Ｉ
１
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■
■
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．
１
１
■
■
１
１
■
「
■
■
１
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．
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‐
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‐
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０
ｄ
ｋ
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Ｊ
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０
岬
守
‐
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Ｆ
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ｈ
Ｊ
‐
■
０
０
■
Ｌ
ｒ
丑
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Ｐ
・
・
・
Ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
．
■
４
Ｊ
Ｉ
ｆ
Ｊ
Ｊ
ｆ
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‐
‐
ｒ
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■
‐
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川
●
ｑ
‐
脂
叱
口
呂
．
Ⅲ
］
・
■
‐
‐
‐
ｌ
に
‐
■
・
・
・
日
Ⅱ
弔
■
ｈ
・
・
‐
■
岸
■
Ｌ
，
‐
‐

｜
『
ｒ
加
町
哨
咽
当
別
」
Ｐ
■
舟
可
引
咄
．
■
『
Ⅲ
“
，
｝
回
目
心
｝
‐
卜
『
．
劉
到
ｂ
弔
己
画
且
‐
‐
口
旨
Ⅱ
い
ｉ
田
田
山
Ｈ
Ｊ
Ｊ
‐
。
Ｌ
▼
■
町
ョ
‐
眉
・
礼
詞
田
唄
判
ｒ
‐
．
Ｊ
当
‐
‐
リ
ロ
ト
Ｌ
ｉ
い
ぃ
Ｉ
叩
歯
Ｊ
‐
Ｌ
‐
胴

項
＝.、

庁

秋
田
正
之名



裁 判 所3T

日
旧
哺
ｌ
Ｌ
皿
止
Ｆ
叶
１
㎡
１
日
■
』
Ｊ
‐
■
門
ｆ
Ｌ
ｑ
Ⅱ
ゴ
■
凸
■
㎡
Ｐ
ｌ
『
■
曲
ｌ
■
■
４
１
且
石
田
・
Ｌ
ｊ
Ⅲ

年

Ｕ
凹
亘

ロ

‘ぢ･

一一一－面

月

日

榊
剛
輔
椛
轆
盟
茜
》
醐
呼
罰
蝿
踊
脚
調
一
跡

事

一
秋
田
正
之

〕:酉
〆､



~m 裁 判 所

″ 〃
圃
咽
皿
嗣
刷
刊
鄙
抽
Ｌ
・
嗣
匹
ｆ

一
一
一
一
一

’
一
一

鯉謹角
乢.．j,f･
[･日ロ 'ﾛｰ‘
,， ‐･判ﾛ，
J-■ ,
lⅡ－－L Ⅱ

。q口叶’

『'.､1，;, , 1

一
凡
一
、

jI
八 幽

上
面
ユ
●
■
可
Ｕ
■
且
周

一
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ロ

一
一
大
阪
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

京
都
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

る

皿
叶
Ｂ
ｌ
．
■
ｒ
Ｊ

事

I白
””、

ーｰ－

最
《
可
１
４

里
哩
阿－ 庁
裁
判
所

秋
田
正

名
乙



裁 判 所’了司 一■■■,

平
成
・
二
五

令
和

年〃ﾉノ

|元
声二

○ 号
一

一
一

－－

一一■凸一一

月
八四

一
一
一 八

一
一
一
一 H

一
一
神
戸
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

‐ご字

る奈
良
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
猫
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員

法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
二
年
言
一
月
一

一
一
一

十
一
日
限
り
定
年
退
職

事

噌
王〆、

－！
〃 i 〃 最

高
裁
判
所

〃

庁 一

秋
田
正
之名



I

’、可 栽 判 所

本
籍

川
生
地

現
住
所

年

号

月

日

事

出
生
の

年
月
日

氏
名

j官
〆､

い
わ
山
石昭

和
四
十
二
年
六
月
二
日

本も
ー

庁

’ 直搭
L

D

樹き

」 一二



＝－

年

Ｉ
Ｌ
Ｆ
・
■
■
■
画
凹
■
四
Ｆ
ユ
ロ
■
Ｐ
Ｉ
Ⅱ
』
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
。
●
■
・
』
■
鈩
且
ｄ
Ｆ
Ｊ
ｌ
Ｉ
■
■
■
■
。
ｂ
■
■
Ｆ
ロ
川
別
Ｊ
■
町
■
里
■
由
旦
■
■
日
■
■
■
且
Ｊ
■
Ｊ
胆
■
曲
‐
Ｊ
■
Ｌ
Ｆ
Ｌ
叩
。
□
皿
ロ
ロ
。
■
‐
」
凸
．
〒
凸

鼬
甜
諦
Ｕ
ゞ
醐
由
噌
幽
腱
盤
も

‐国．
FJ’

凧
Ｉ
■
守
凸

月

日

１
１
１
１

F n
B:*垂

吾脚.

1

1

1

項

11
庁

岩
本
直
樹名



裁 判 所
苓_ﾆｰﾆｰｰ_-.--.ニーニー菫ﾗ

3丁
一

旬

日日

事事

]百
〆込

]百
〆込

1

一
岩
本
直
樹

一



I 裁 判 所1丁‘
一

現
住
所
一

年

ロ

弓

謂蹴患
1J,P1-J“1，
■－－1 ，－ Ⅱ
－，占l Ⅱ hI’P

心 ’ 』 1

‘.通‘
*噸

■匙

'粕■汁岫
I＝

･－ 里' ｡ |』

聯i‘
'11噌式

罐瞬

月

両

口

口
乱
す
。
．
哺
Ｔ
閂

事

｜
拙
唯
恥
氏
名

項

は
し
も
と

橋
本

昭
和
三
十
五
年
九
月
二
十
一
日

庁

み
つ
ぐ

一
頁名



裁 判

年

騨
蝿
濁
畷
猟
‐
淵
嘘
抑
職
照
薗
盤
噛
鴎
鞠
鋺
鋤
哩
鱒
弾
畔
乱
襯
秘
唾
鋤
蝿
翻
蝉
騨
騨
撫
騨
榊
蝿
叫
椥
拙
坤
蕊

西、Ｊ１・咄動品ＬｌＦｒ山肌・と、酌・ｒＩ日田一㎡・‐軍叫Ｊヒヱ印ご子佃イｊ司弔皿叫咳川三ｑ・・即白田■『出甲山■田凹『Ｆ．Ⅲ旧』‘Ⅱ心ⅢＴ■

日

Ｐ
画
■
■
Ｉ
■
川
ｌ
Ｄ
ｄ
■
Ｐ
Ｉ
ｕ

事 I

項’

｜ ’

庁

橘
本
貢名



’丁司 裁 判 所
一

一
″ ’

″
一
二
二

’

年″〃〃 a

一
一
一

二

四

二

七

二
九

ロ

ー万一

章一

月
四四八四

一
日

1

学一
一

一

一一

‐ー■･一
一

大
阪
高
等
数
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
総
括
企
画
官
）

を
命
ず
る

大
阪
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
人
事
課
長
）
を

命
ず
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
人
事
局
裁
判
所
事
務
官
（
参
事
官
）

を
命
ず
る 事

｣:白
ゴク、

一

一

最
高
裁
判
所

大
阪
高
等
裁
判
所

最
高
裁
判
所

〃〃

庁 －

橋
本

1
1

’

名
E

1

貢
I



1

4丁

令
和

元

年
号

1

1

八
月

■

一
日

●
９

を
命
ず
る

〃

最
高
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
第
二
小
法
廷
首
席
書
記
官
）

事

項

一

庁

名

裁 判 所



’厩1 栽 判 所

年
〃
呪
Ⅱ
Ｉ
ｂ
■
■
回
明
凹
印
Ｐ
三
１
■
且
日
Ｌ
用
■
屯
Ｉ
〕
毎
．
■
■
Ｐ
‘
■
」
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
し
Ⅱ
ｒ
Ｌ
可
■
■
１
１
■
Ⅱ
ｑ
■
弓
画
■
・
ｄ
Ｆ
Ⅱ
ｒ
■
可

ロ

ーフプ

一F可

月

日 I
Ｅ
円
ら
呂
山
『
Ｆ
１
‐
Ｊ
届
曲
貼
Ｆ
出
ｄ
凸
・
『
■
・
壹
臨
・
・
申
‐
宅
■
丑
、
｜
■
虫
訂
副
■
■
且
鉛
・
四
口
」
Ｐ
ｒ
虹
畔
Ｔ
Ｆ
Ｔ
宮
‐
Ｊ
ｒ
よ
・
■
‐
』
弔
彊
『
ぽ
り
帥
‐
円
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
岬
叶
・
‐
。
Ｌ
川
Ⅱ
。
』

事

氏
名

出
生
の

年
月
日

項

原管昭
和
四
十
三
年
八
月
二
十
六
日

庁

よ
》
，
洋

子､こ名



裁 判 所2丁

年年

【。

盲
【。

盲

月月

日日

事

ｴ画
一少、

庁庁

原

洋

|箱名 -{や
』



裁 判 所
＝

缶一 一・＝_一-』J』〃
3丁

;評F

lI
Il
I ｜

'｜

’

閲年
■
山
。
Ⅲ
■
‘
則
Ⅱ

一
ｐ
ｂ
ｈ
隈
Ｉ
ｒ
ｈ
ｌ
圧
冊
旧
凹
団
１
口
Ⅱ
■
｜
・
Ｉ
Ｐ
Ⅱ
Ⅲ
１
１
１
Ｆ
戸
仙
圧
日
出
ｒ
Ⅳ
叩
■
１
岬
‐
旧
田
一
■
■
‐
‐
旧
叫
１
面
ｌ
留
日
ｌ
品
旧
１
且
Ｌ
４
４
聖

Iに1

万．可
、
甲
４
４
旨
丁
寺
■

月

１
二

日

ー●－

一
原
洋
子

事

■
■
■
■
■
型
■
■
■
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
１
１

一一
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年

号

月

日

事

項

庁
原

洋
子

名



’｢~r〒1 裁 判 所

現
住
所

年

ｉ

■
■
可
、
■
■
』
■
ｄ
■
Ｉ

号

月

一
日

一一一

『
ｈ
ｆ
．
Ｉ

事

-r一｜

項
■

氏
名

も
り森昭

和
四
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日

庁

け
ん
鯉

名 児じ

1



裁 判 所

q

年
号
月
一

■
■
。
１
吋
■
』
で
Ｔ
Ｉ
・
Ｈ
ｂ
ｑ
ｐ
Ｊ
」
■
ｂ
叩
１
口
■
■
‐
㎡
Ⅲ
、
Ⅱ
勺

■
画
■
甲
曲
。

唾
脾
燗
酵
咽
謬
堂
顕
毬
砥
融
埴
壷
曙
曲
腱
鴎
騨
恥
腓
ゞ
‐
‐
麟
醜
騨
伽
陸
離
寧
紅
‐
腱
‐
枇
拙
Ｆ
砕
け
Ｉ
鮴
僻
弾
邨
踊
踊
趣

I

眠
〕
■
‐
ロ
ｎ
画
・

冊
可
■
、
川
哩
偲
向
田
耳
囲
‐
曲
写
り
山
酢
．
砧
．
‐

ザ
。

Ｒ
１
■
Ⅱ
皿
甲
田
■
■
■
白
ｌ
Ⅱ
■
｜
ず
い
一
囚
■
日
。
。
旧
■
一
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
■
■
・
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ｕ
７
ｉ
可
・
■
甲
ｌ
Ⅱ
■
１
ｊ
■
■
・
Ｌ
Ｉ
ｌ
旧
川
］
ず
Ｔ
Ｉ
。

事

項

’

骨qﾛロ

灯一

森
健
児名



fiエ

！
1
』I
:1

1，

'’

''’

’
’
’

1
1

1
1，

I

写
．
や
甲

一

Ⅱ
四
画
■
Ｌ
ざ
』
Ⅱ
Ⅱ
画
■
Ⅱ
・
ｑ
ｑ
Ｉ
・

‐
‐
！
‐
噸
．
‐
字
‐
‐
・
脾
‐
影
噌
畦
ゞ
‐
、
ゞ
Ｒ
‐
迄
開
ゞ
」
叩

『
ニ
ヨ
Ⅱ

■
一
■

Ｌ
ザ

Ⅱ
ｐ
Ｊ

・
１
Ⅱ
「
■
Ⅱ

画
■

・
〆
‐
「
‐
‐
一
‐
Ｊ
海
司
な
丸
岨
喝
か
科
ｒ
評
訟
沙
菅

も

Ｉ

Ｐ
ｈ
ｌ
Ⅱ

画
Ⅱ
Ｉ
１
ｒ

３
叩
１
］
。
．
．
‐
〆
．
‐
ｘ
４
曲
門
’
‐
．
。
‐
］
・
Ｈ
Ｊ
ｒ
‐
．
］
●
．
叩
‐
趾
］
●
Ⅲ
、
’
“

年
囲
叩
■
居
間
１
時
州
．
旧
帖
印
仰
げ
■
Ⅲ
ｎ
Ｊ
可
Ｉ
ｈ
Ｌ
Ｌ
皿
門
■
制
目
印
Ｆ
面
即
序

で
巴
ｑ
１
口
画
団
、
『
副
’
四
■
■
ロ
里
餌
Ｌ

Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
・
■

■
Ｈ
１
■
０
１
｜
■
■
ず
■
■

１
１
■
■
■

画
Ⅱ
■
■
■
．
。
■
Ⅱ
Ⅱ

■
軋
Ｊ
１

。
■
１
Ｊ
凸
ｌ
■
『
１
１
Ⅱ
■
■

Ⅱ
■

ロ
万
一

P

j1

日

…
…

事

｣百
一■も

一
森
健
児

一

庁

名

一
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■ロﾛロ4．I
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’轍
■ ■

，宜一~F甲山■面

｜事

11岬＊噸一別.乱Fub応,晶甲巽唖脚恥

項
ダトー、

庁

森

'1 健
児名
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裁 判 所
鴎■ 刃…叩ﾛ.ロー＝－

5~1．

i
l

l

P

■1

11
1』

j

I Ⅱ

【

Ｔ
●
缶
且
■
ユ
Ｊ
Ｌ
■
了
．
Ⅱ
ｎ
Ｊ
砧

占凸

江
川
坐
阻
凹
田
邸
甲
田
．
Ｔ
宙
ｒ
可
卓
Ｅ
『
蛇
Ⅲ
画
Ｆ
脂
Ｆ
苦
曲
山
脇
回
争
ｒ
胡
Ｈ
白
面
｜
居
咽
出
自

号
一
月
一
日
一
事
項
一
庁
名

｜
‐
‐
凸
凹
旧
山
子
哩
限
Ｌ
ｐ
宙
元
Ｊ
Ｅ
酢
預
、
叫
用
１
為
回
■
狛
明
剤
岫
Ｆ
画
叩
Ｈ
助
個
Ｆ
Ｔ
Ｌ
脾
四
斤
印
叱
●
口
弛
艮
牌
側
聖
」
］

｜
‐
‐
Ⅲ
Ｌ
回
一
ｈ
仏
ロ
岡
配
巴
比
凸
舳
｝
Ⅱ
。
ｎ
匪

鐘
郡

識
譲
騒
蕊
議
蕊
溌
騒
騨

引

０
１
１
日
国
■
Ｉ
具
Ｉ

Ｊ
‘
Ｕ
■
Ｌ
Ｌ
■
ｍ
Ｆ
可
且
■
‘
口
Ｊ
■
Ⅲ
１
．
℃
㎡
。
‘
判
吋
画
邑
叩
ｌ
Ｌ
０
Ｔ
［
四
口
い
、
‐
●
Ｂ
●
■
‐
ｌ
」
■
酌
■
旧
■
唖

健
児



年
号
一
月
一
日
一
事
項
一
庁
名

▲
Ⅲ
１
１
■
■
ｐ
ｌ
Ｉ
１
Ｌ
‘
■
１
１
■
届
．
■

一
森
健
児

｜
Ｌ
国
四
冠
回
閉
哩
虫
が
心
‐
‐
蜀
明
曲
言
』
‐
乢
一
池
》
Ｌ
脆
尻
神
展
野
口
Ⅳ
汕
駒
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磯

7可一
『‐｣

年

門
Ｆ
１
■
咄

■
■
■
」

罰
脳
宇
宙
凸
剛
同
列
呵
咄
田
町
近
墹
利
切
刊
到
卜
劇
幅
心
Ⅲ
ｆ
＃
毎
砿
心
田
湖
廿
届
醐
拭
直
呼
称
、
竜
匪
忙
門
吐
町
も
鼬
Ｊ
円
曲
但
偶
弔
囲
括
両
圃
即
呼
Ⅳ
餌
毛
孔
剖
耳
・
弼
咀
珂
咄
弓
師
融
児

１
■
日
Ⅲ
Ｉ
』
１
■
■
■
Ｉ

ロ
ー
ワ
ーⅢ

、
細
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
州
Ⅲ
Ⅷ
Ⅷ
剛
、
Ⅷ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅱ
Ⅲ
州
Ⅱ
川
Ⅷ
Ⅲ
１
冊
Ｉ
Ⅲ
川
Ⅲ
川
側
仙
川
Ⅲ
田
川
Ⅷ
脚
刷
馴
Ｍ
Ｎ
Ⅱ
Ⅱ
川
Ⅷ
肌
肌
仙
帆
Ｉ
胆
心
十
ｌ
咄

月
色
Ｆ
、
、
一
Ｊ
■
Ｉ
Ｌ
Ｌ
■
ユ
ポ
罪
可
可
Ⅲ
」
■
■
叩
凸

凸
ｔ

・
口
匹
《
ず
凸
亘
Ｌ
『
可
型
早
口

昭
。
。
固
■
町
咄
１
㎡
■
Ｊ
訂
田
子
●
、
叩
且
Ｐ

■
．
ｂ
Ｐ

．
ｎ
世

日

:li

’

ｴ同
一〆、

庁

森
健
児彦恒々

一
】



8丁 裁

可J

ヨ

Ｆ
勺
亘
Ⅱ

年
号
一
月
一
日
一
事
頁
一
庁
名

f
l

r

｣.！
L

■
Ⅱ I
L

■

ロ

ヨ

『』

司
四
叶
呂
Ⅲ
‐
ｌ
咀
▲
□
１
１
■

■
一

Ｌ
唖
Ⅲ
岬
Ｆ
』
□
、
品
可
ご
甘
門
‐
且
弓
Ｆ
咄
ｎ
ｕ
丹
Ⅲ
Ｆ
ｈ
Ｆ
唱
司
も
Ｌ
‐
口
旦
昼
Ｊ
‐
‐
固
引
Ｌ
暁
品
‐
叩
貼
時
一
Ｊ
凸
干
Ｅ
堂
七
口
ｒ
ｌ
Ｊ
Ｊ
Ｒ
砧
工
電
一

森
健
児

|‘



裁 判 所9丁

門
里
叩
甲
砧
密
画
可
岬
砲
Ｌ
絵
Ｔ
Ａ
Ｉ
乳
普
罰
』
此
叩
町
‐
悦
苧
匠
扣
川
画
士
酩
時
汕
花
叩
卍
Ｐ
弓
釦
郭
固
Ⅲ
１
面
且
昇
現
匪
］
｜
咀
叩
晶
全
旦
迅
吋
晶
冊
姻
匝
狩
申
加
王
‐
跣
盟
Ｆ
Ｌ
Ⅲ
吋
一
汕
一
且
駒
弘
田
町
』
・
‐
Ｊ
●
．
」
虹
．
‐
品
ヨ
ー
ヤ
ヨ
山
咄
ｈ
Ⅷ
和
呼
・
些

十
＃
号
一
月
一
日
一
事
項
一
庁
名

Ｕ
呪
凹
到
幽
咽
咄
苧
旧
堀
田
門
ｈ
出
調
ｈ
Ｍ
Ｆ
ｎ
‐
３
角
．
Ｌ
．
唖
脾
γ
恥
胞
貯
川
尾
面
「
■
削
閂
凹
二
叩
咄
Ｅ
Ｈ
岫
領
圃
咽
・
山
口
咋
噛
朏
副
別
田
Ｊ
‐
覗
州
恥
尾
‐
ｑ
Ｉ
Ｂ
訓
判
評
泗
Ｈ
Ｌ
－

騨

仇
４
■
Ｉ

１
１

背
師
‐
且
Ｐ
Ｐ
叩
．
円
呂
Ⅱ
Ｊ
此
‐
、
Ⅱ
㎡
■
牙
田
竃
■
ｊ
』
■
Ｔ
旧
‐
‐
咄
｜
・
旺
‐
｜
‐
匡
匡
■
圃
伽
Ⅱ
弓
．
『
野
Ｐ
山
■
印
咄
．
垢
Ｅ
■
冊
Ｈ
０
Ｌ
．
‐
日
ｒ
屈
『
Ⅱ
Ｔ
■
千
．
■
｜
も
九
『
四
Ｌ
『
伽
哩
『
‐

｡

I

森
健
児



山
閣
、

晒
■
■
■

■
町
毛
引
画
ｊ
Ⅱ
・
・
■
町
Ｆ
■
１
１
Ｊ
叩
■
１
１
■
■
■
Ⅱ
■
甲
’
工
両
ｄ
■
■
且
石
■
完
■
・
肥
■

日

１
■
ｑ
ｊ
ｌ
呵
Ｌ

事

噌
口蚕、

庁

森
健
児



日

事
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－

12丁

年
号

月

日

事

項

庁

名

裁 判 所

森
健
児



’ 裁 判 所

本
籍

現
住
所

年

二
Ｆ
１
１
１
Ⅱ
ロ
■
．
■
口
■
Ⅱ
１
．
１
Ⅱ
号
一

ｒ
叩
凸

月

日

事

q

一
拙
睦
恥
一

氏
名

項 ’

池脚
イノ

昭
和
三
十
六

－

田だ

庁

年
し
」
し
俊

一

夕

月

一

日 彦？
吐一

名



可

』

2丁
■■■■■■■■

一
団
圏
四
回
■
回
■
■
日
田
醗
困
田
別
刷

押
■
Ⅱ
。
Ⅱ
■
・
刀

一
■
ｄ
Ｆ
ｑ
Ｄ

恥
Ｊ
■
‐
‐
己
エ
串
司
詰
厚
円
‐
、
当
面
甲
凹
‐
凸
阿
一
■
‐
ロ
．
｝
で
も
・
卜
砕
・
局
‐
、
‐
Ⅲ
Ｏ
Ｌ
秤
｝
四
日
．
‐
１
０
ヱ
ヨ
Ｆ
｝
Ｒ
ｒ
℃
。
ｎ
‐
ｆ
ｒ
。
Ｌ
‐
叩
‐
』
乳

Ｉ

皿
ｈ
■
Ⅱ
Ｌ

■
Ｉ

劇

池
田
俊
彦



所判裁3丁

年〃〃〃〃〃〃

二一
一
一
一
一

一

一

四

一

七

＝

九

二

号○○

四四
一
一
一四八八

一‐

一一→一

名
古
屋
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
会
計
課
長
）

を
命
ず
る 事

項

名
古
屋
高
等
裁
判
所

最
高
裁
判
所

〃〃〃

庁

池
田
俊
彦名



-4丁

年
号

月

日

ず
る

最
高
裁
判
所

事

項

一

庁

名

裁 判 所



」辰司 裁 判 所

出
生
地

出
生
地

本
籍

現
住
所

年

i両
一
つ

月

日

一一

事

出
生
の

年
月
日

旧
氏
名
Ｐ

氏
名

項 …■P●一

い
ず
み
泉昭

和
四
ト
ー
年
四
月
卜
日

谷唯
’一

庁

当
Ｃ
し
し
‐
し

聡名

’



裁 判

▼
竹
口
色
旦
ざ
す
Ｉ
．

〕冨
〆、

’

泉
谷
聡



裁 判 所3丁

年〃〃

つ
一
一
一二

九 号八

八四

日
‐

一
一
岐
阜
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

る 岐
阜
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

る

事

項

最
高
裁
判
所

〃

庁

泉
谷

名
聡
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4丁

平
成
三
○

年
号

八
月

ー 日

戸

を
命
ず
る

。

名
古
屋
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
次
席
書
記
官
）

事

項

最
高
裁
判
所

庁
名

裁 判 所

泉
谷
聡



’匡1 裁 判 所

本
籍

現
住
所
一

Ｐ

叩

ｌ

Ｆ

Ｉ

■

Ｂ

Ｈ

Ｌ

一

日

一

Z

事

■
し
Ｊ
Ｆ
Ｂ
凸
■
ｒ
肥
凶

旧
氏
名

氏
名

年出

月生

日の

r胃
一ダマも

－，"吾■一一吟一毛

紫し昭
和
三
十
五
年
七
月
三
日

”

藤；
庁

り
よ
》
ソ

由
良

し、
一

やF・・

吃》
名’

1

|■L
h, ､ 含吉〒



2丁
■■■■■■■■■■

一
四
■
回
国
■
目
■
■
四
四
国
困
園
田
圃

瑁
豈
軋
阻
即
１
Ｌ
訓
寺
甲
虫
醐
聖
口
細
刎
・
声
一
‐
財

点
四
冊
田
「
ロ
二
■
午
．
ｂ
亜
Ｆ
件
二
Ⅱ
Ⅱ
品
弛
Ⅱ
■
・
Ｈ
４
●
“

尾

勾

■

Ⅱ

■

。

■

二

■

す

』

。

－

■

引

剴

ざ

写

旦

、

i

／

写
。
Ⅵ
Ｉ

■
・
■
■
ｂ
日
程
ａ
■
Ⅱ

妬
■
■
里
。
■
Ｉ
Ｆ
■
■
配
・
■
凸
・
ａ
Ｌ

。
■
■
■
■

画
■
■
■
■

■
Ｌ
一
■
Ｉ
・
ｑ
Ｉ
Ｉ
咄
■
．
．
日
日
ｈ
Ｐ
Ｉ
。
■
㎡
■
』
一
回
Ｌ
画
Ｌ
■
■
と
■
■
一
■
、
Ｌ
凸
■
Ｊ
■
■
Ｉ
ｒ
０
画
一
ｒ
・
皿
Ⅱ
１
１
■
・
■
■
ロ
ｕ
・
面
Ｊ
■ 紫

藤
良
一
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I

事
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庁
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4丁

〃

三

○

〃

一

一

《
ハ

″

一
一

四

〃

二

二

ﾉノ ″
一
一

○

年
号

平
成
一
七

四 八
一
一
一 八 八 四 四■ 月

争 二 △
一口 －

一 生

一 臼

を
命
ず
る

〃

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
家
事
首
席
書
記
官
）

命
ず
る

〃

金
沢
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

〃

福
井
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）
を

幸

官
）
を
命
ず
る

〃

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
人
事
局
裁
判
所
事
務
官

（
職
員
管
理

を
命
ず
る

〃

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
人
事
局
裁
判
所
事
務
官
（
参
事
官
〉

を
命
ず
る

〃

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
人
事
局
裁
判
所
事
務
官
（
審
査
官
）

ず
る

〃

裁 判 所
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－5〒1 裁 判 所

平 年
旗

三
’三1

万急

－＆一今一望cap一｡■

月
四

一■一一……一

一一一■－－

■
■
一

一

一
少
坪
｝ 名
古
屋
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）

命
ず
る

ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
■
ｉ
■
■
■

事

J百
〆、

’

鷺 庁 一

紫
藤
良

裁
判
所

ｌ
ｑ
ｂ
ｊ
ｌ
１
１
１
ｌ
Ｉ
ｑ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｉ
１
１
９
；
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
９
０
０

名
一



イ

F〒］ ’ 裁 判 所

現
住
所

年四
冊
曲
凸
Ⅱ
伽
賭
・
牡
・
口
，
｜
・
土
■
‐
曲
Ⅱ
耶
回
可
干
‐
‐
Ⅲ
‐
‐
破
虹
「
』
‐
‐
出
甘
珈
▽
卍
一
、
と
」
」
■
ｊ
‐
．
画
■
■
里
刊
『
一
甲
‐
厄
Ｆ
他
少
弘
王
旧
］
・
列
・
昆
苫
一
眼
宅
光
田
剛
西
・
モ
ロ
ロ
ザ
ル
ロ
‐
■
ｈ
￥
晒
卿
、
苫
．
母
Ｌ
山
山
。

号

Ｉ
Ｆ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

月

■
州
ｌ
Ｕ
ｄ
ｎ
且
日
■
■
■
一
■
■
■
Ⅱ
一
矼
旧
。
Ⅱ
Ⅲ
■

日

氏
名

軸
唯
恥
一

み
や
宮昭

和
三
十
八
年
十
月
七
日

■
ｒ
１

ｆ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｈ
Ｌ
ｑ
ｌ
ｒ

治じ
『全
ノ」

利f

幸:’名
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1
1

1
1
T
I
P

；
I

l
T
I

l
I

I
f

l

2］＝

I

l
j

I－

l‐

ロ

i； l

｜|‘
■

■

卜』,

1

ｺ|“

■
旧
い
■
■
一
回
咄
Ｉ
Ｅ
Ｈ
Ｌ
ｈ
０
Ｖ
。
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
ｄ
Ｐ
１
■
川
■
・
皿
可
叩
伽
ｈ
ｄ
Ｆ
口
昌
口
閂
‐
卜
甘
口
ｊ
ｈ
ｌ
川
Ｉ

咄
恥
川
郵
岬
噴
岫
琳
司
」
舎
剴
一
舞
呵
脾
蛙
岳
ｆ
角
田
慰
師
脚
跡
時
・
冊
Ｊ
岬
陣
碧
罰
愚
贈
四
凋
咽
咄
攝
瀦
計
蹴
睡
剛
酎
峨
齪
幽
田
陛
豐
断
弗
密
画
小
堀
ｕ
県
淫
鴨

昌
側
■
Ｌ
曲
旺
町
ｂ
Ｆ
Ｌ
坤
・
Ｅ
ご
‐
畑
・
山
．
’
１
曲
苫
日
穿
■
ｒ
１
割
田
Ｈ
山
里
‐
面
や
げ
１
１
円
兜
｝
Ⅱ
囚
寺
Ｆ
屯

Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
■
ｑ
９

守

項

宮
治
利
幸

夕
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年

I出甘F理!､畢・ ’ﾛRLo垣塞畔

ｌ
号
一
月

'一 一一正 ■■▼L

一

日

一一

㎡pr ，I■日 託ﾛｰロ ■ロ門 J￥b■ ｰ，礼

’
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1 1

事

■
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へ

庁

ヤム
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打
苛
－
４
１
１
１
十
１
１
１

Ｉ
１
１

１

裁 判 所

｜｜
｜ ・
’事

J首
〆、

－

庁

名

″
三
二
一
四
一
一
一
岐
阜
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

一
″

I

｢

■

富
治
利
幸



口
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
１
１
■
４F〒1 判 所

土腱

抄“

本

籍

年
ご
■
■
ロ
■

■
■
ロ
Ｌ
■
エ
Ｕ
ｌ

■
一
■
■
■
■

Ｊ
，
ａ
■
Ⅱ
・
ロ
■
■
■

号

月

引
割
間
■
叩
呵
り
』

一

刃
日
．
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｊ
．
・
９
■
』
．
ｄ
口
Ｌ
二
■
ｕ
■
ｒ
Ｌ
Ｊ
ｌ
Ｆ
ｒ
■
．
ｄ
且
皿
■
■

画
■
一

事

乳 氏
名’

,ヶ
/ロ 日の

項 －－－凸令＝己

て
ら
ば
た
け

寺
単

昭
和
五
十
一
年
九
月
十
九
日

庁

た
い
き

大
貴

名

一



年

P
.Iユ
ワ

Ｆ
Ｅ
。
？
ｎ
Ⅶ
ｒ
■
ｂ
Ｕ
Ｆ
ｂ

月

日

．
■
■
粗
ロ
■
‐
問
Ｐ
由
Ⅲ
咀
岫
可
１
凸
Ｆ
‐
“

事

I

｜
脂
旧
■
・
四
画
』
甲
Ⅲ
、
｜
ｎ
■
１
１
工
面
Ｐ
四｜

’

項

庁

寺
畠
大

名
ﾙh

'貝



F打 裁 判 所

本
籍
本
籍

月

一

日

事

｜日年出 氏
氏月生

|鵜｜日の 名
iI…一ﾗﾄｰｰｰ一一一一一一項

森：

もり

もと

森
本

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
二
日

昭
和
三

庁

彰
軍
咋
争

聿
月

、
Ｙ
ｆ
９

美 み
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判
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撫
蹴
織
熱
瀧
職
蝿
趨
噛
謹
鐇
騨
蕃
騨
濫
嘘
蕊
擢
溌
雑
醗
熱
踊

エ
「
』
■
Ⅱ
Ｉ
、
Ｉ
Ｉ
ｕ
■
面
。
■
．
■
凡
Ｌ
ご
『
Ⅱ
油
Ⅱ

■
ｌ
命
泊
唖
Ⅱ
■
。
亜
ｒ
閃
■
Ｆ
Ｆ

‐
■
・
守
・
』
Ｉ
■
ロ
．
・
咽
・
巳
Ⅱ
且
Ｆ
凸
㎡
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
Ｐ
白
Ｌ
■
Ｌ
■
砧
Ⅱ
串
Ｆ
■
■
」
記
■
■
■
Ｌ
．
■
且
・
・
■
己
■
Ｉ
「
旺
Ｊ
■
ｍ
■
巴
白
面
△
ロ
ケ
叩
日
・
回
‐
。
｜
’
一
■
Ⅱ
■
ｒ
Ｍ
ｌ
－
ｄ

㎡
ｕ
■
比
■
■
■
■
■
■
■
Ｌ
■
■
■
■
■
Ｌ
■
■
■
二
両
川
■
■
Ⅱ
『
Ｌ
■
■
■
・
・

■
■
Ｊ
Ｉ
Ｉ
■
■
Ｌ
咽
』
頁
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
・
ロ
■
・
‘
Ⅱ
、
旧
則
Ｅ
Ｉ
Ｉ
■
■
■
ニ
ワ
■

》
ｊ
Ｐ
‐
■
山
西
ｒ
Ｉ
ｄ
ｒ
土
「
訊
川
■
■
則
１
曲
■
Ⅷ
。

・
ロ
ロ
ユ
’
１
９
■
Ｉ
■
■
‐
■
田
町
。
ｌ
口
，
且
，
Ｎ
田
■

項
〆凸も

庁
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本
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身
Ｆ
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『
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叫
．
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日
Ｊ
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Ｊ
閉
山
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陪
晒
出
州
咄
一
町
刷
刷
■
刊
印
田
が
Ｉ
上
，

一 一 一③勺

広
島
高
等
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
次
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

山
口
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

広
島
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

広
島
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
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命
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判
所
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臨
時
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置
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す
る
国
家
公
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裁
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務
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務
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務
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８
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ｌ
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司
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川
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Ⅲ
Ⅷ
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岬
洲
胴
Ⅷ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
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Ⅱ
棚
仙
棚
仙
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‐
ロ
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一
日
榊
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鼎
』
許
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に
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↑
巴
託
叩
咄
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ｑ
Ｊ
罰
岻
砺
‘
『
刈
岨
珊
函
Ｌ
ｒ
副
画
酊
帥
謹
雁

鯛
騨
溌
離
撫
鴎
鯆
榊
溌
繩
鞠
幽
味
噛
礎
溌
嘩
纈
瑚
離
職
鍛
批
齢
輔
罰
騨
継
鰯
翻
駕
認
溺
懸
訓
認
諦

・
和
‐
口
‐
一
印
吐
■
皿
■
咀
了
‐
咀
４
－
■
．
‐
‐
Ｌ
胡
司
ｆ
士
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．
ご
‐
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－
１
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Ｌ
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■
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占
Ｆ
巴
Ｐ
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副
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０
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］
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．
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迩
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跡
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諸
離
海
野
均
咽
幽
雅
罫
群
叫
唖
騨
噛
噛
啄
上
側
恥
琵
砿
酬
噛
醗
詐
岬
部
舞
い
狸
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刮
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里
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酎
櫨
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務
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Ｈ
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判
所
事
務
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事
務
局
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）
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命
ず

一 ロ

ー

福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
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命
ず
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官
）
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命
ず
る
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裁
判
所
事
務
総
局
人
事
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裁
判
所
事
務
官
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管
理
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命
ず
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高
裁
判
所
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裁
判
所
事
務
総
局
人
事
局
裁
判
所
事
務
官
（
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事
官
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命
ず
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命
ず
る

福
岡
高
等
裁
判
所

福
岡
高
等
裁
判
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福
岡
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
人
事
課
長
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を

福
岡
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
人
事
課
長
）
を

るる

最
高
裁
判
所

最
高
裁
判
所

長
崎
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
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命
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長
崎
地
方
裁
判
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裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
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命
ず
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国
四
一
■
■
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・
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■
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Ｈ
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も
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面
且
丘
Ｉ
ｆ
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呵
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糾
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ｉ
Ｆ
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ｌ
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唾
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口
刑
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．
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Ｆ
｜
燗
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Ｒ
ｂ
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別
酎
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師
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０
冊
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‐
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ｑ
ｒ
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Ｆ
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い
刊
、
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．
理
凸
ｒ
「
出
Ｉ
口
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鮒
醐
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口
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Ｅ
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一
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一
一
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福
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方
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所
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務
官
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務
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倉
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事

早
■
ｌ
■
■
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ｆ
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Ⅱ

Ⅱ
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〃

一 全 日

福
岡
高
等
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
首
席
書
記
官
）
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熊
本
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

を
解
除
す
る

鹿
児
島
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
の
併
任

す
る
鹿
児
島
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
に
併
任

る 鹿
児
島
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず

命
ず
る

。
●

福
岡
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
会
計
課
長
）
を

部
配
置
）
の
併
任
を
解
除
す
る

福
岡
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
・
小
倉
支

部
配
置
）
に
併
任
す
る

福
岡
家
庭
裁
判
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裁
判
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事
務
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・
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命
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Ⅱ
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．
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Ⅲ
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Ｉ
ｌ
■
■
■
｜
■
‐
Ｍ
■
子
■
肥
ｕ
■
■
■
勺
■
■
ず
田
■
■
Ⅱ
皿
■
‐
唾

国
■
■
■
Ｉ
‐
吐
１
１

。
●
刊
咄
枇
諦
哩
部
●
ご
勢
和
・

旧
壬
画
Ⅲ
画
Ｉ
ｒ
Ｉ
子
Ⅱ
・
・
Ⅱ
ｎ
勺
一
Ⅱ
画
画
Ｉ
Ｐ

ａ
ｒ
〆
．
■
Ｉ
Ｉ
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●
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削
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瞬
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炉
心

項

や
ま山昭

和
三
十
五
年
十
一
月
三
十
日

／ﾞ

u&
庁

、
ｗ
ノ
ャ
醍
亨
『
／

良

二じ名

一
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■

■

■

年
号
一
月
一
Ｈ
一
事

項

一
庁
名

別
叫
吋
‐
ｒ
Ｊ
出
刷
Ｆ
腔
鈩
陳
に
脚
占
凹
叶
』
上
西
‐
●
輔
仲
．
虹
凸
毫
町
斗
脾
内
‐
血
卦
＃
甲
旦
群

１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

靜
凡
」
刊
工
・
ざ
雨
Ｌ
旧
曲
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叩
一
二
説

Ｉ
も
ｒ
■
ｒ
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■
Ｉ
■
Ⅱ
■
■
▼
Ⅱ
．
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｆ
臥
国
門
Ｉ
’
１
口

■
Ｐ
旧
１
０
か
■
１
．
１

石
■
■
且
Ⅱ
■
■
■
■
田
町
且

旺
■
■
■
４
■

・
間
Ｕ
■
■
ご
且
出
■
可
Ⅱ
■
■
■
ｕ
Ｆ
Ｌ

■

■

ｕ

国
１
Ｆ
‐
■
卍
ｆ
０
日
０
１
‐
Ｊ
可
旧
１
‐
■
日
Ⅱ
弔
也

や
ｑ
、
Ⅱ
■
■
Ｆ
｜
■
Ｉ
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L

m

d

Ｉ
Ｆ

一
山
口
良
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丸
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西
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Ⅱ
■
ｒ
■
■
■
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屯
‐
叩
‐
■
・
‐
巳
』
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１
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・
０
１
■
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■
ｌ
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Ｊ
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己
■
９
１
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『
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Ｐ
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１
Ｊ
■
ｑ
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H

事

一
山
口
良
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ｌ
‐
Ｉ
‐
‐
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｜
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■
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■
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一
Ｆ
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町
令
且
‘
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、
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両
仏
ｕ
■
■

叩
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叩
‐
Ｌ
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・
・
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‐
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Ｐ
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五

・

‐

山

■

ロ

０

．

■

■

Ｌ

■

ｌロロロロロロ■■■巳■■■■・山師由■』一

一

福
岡
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
・
小
倉
支

福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
・
小
倉
支

部
配
置
）
を
命
ず
る

大
分
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

る

一I

戸
・
●
‐
ゴ
ロ
印
、
昭
■

■

■

ｑ

・

■

■

Ｉ

‐

国

型

宇

矧

事

項

最
高
裁
判
所

庁’~祠山

口

良
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｜
’ ’ 名’
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I
■■ﾛ■■■■■■
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八

一

″

一
一

九

ー

八

一

ｰ

ー

ー守司

平
成
二
八

四

年
号

月

▲ 0一
一

日

熊
本
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

那
覇
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

●

長
崎
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

部
配
置
）
の
併
任
を
解
除
す
る

福
岡
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
・
小
倉
支

部
配
置
）
に
併
任
す
る 事
項

〃 〃 〃 最
高
裁
判
所
庁
名
山
口
良

二
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月

Ⅲ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
・
■
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名
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､
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十
六
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日
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涜
っ
藤

庁

と
お
る
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家
庭
裁
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所
裁
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所
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務
官
（
事
務
局
次
長
）
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ず

福
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地
方
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判
所
裁
判
所
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務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

ヅ
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事
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■
‐
町
．
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０
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１
１
‐
月
岡
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泊
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■
西
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耳
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■
■
屋
■
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届
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ｌ
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Ｐ
０
Ｉ
０
Ｈ
■
。
卯
■
旧
四
匹
．
叩
月
■
凸
■
Ⅲ
■
■
Ⅱ
一
・
■
戸
胎
口
口
・
ゞ

X菖
〆、

－

最
高
裁
判
所

庁 一

海
藤

１
１

名
徹
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年年〃〃〃

二

八 五

『
全
一
一

一
一
一
一

一一一一一一一一

#二1
－

〃。

月
ILI四四

日
一
一

一

了｢－
一

一一

青
森
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

秋
田
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

山
形
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

1

『 ■

調．
訂

項

一

最
高
裁
判
所

最
高
裁
判
所

〃

庁 一

海

藤

名
徹
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住
所
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籍

号
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月
昭
一
１
円
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ｐ
？
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且
．
．
‐
即
日
Ｊ
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Ｊ
Ｊ
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」
■
■
Ｆ
『
日
臣
。
・
面
１
町
・
宅
■
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日
宇
土
ロ
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■
『
且
巳
二
ｎ
％
Ｌ
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■
Ｊ
四
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副
ｌ
■

日
四
郎
Ⅱ
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■
Ⅱ
Ⅱ
亘
ｊ
■
Ｊ

■
Ｉ
■
■
■
』

１

ｂ

■

■

■

ロ

Ｆ

１

田

Ⅱ

、

Ⅲ

旧

■
■
■
１
㎡
且
■
■
■
■
■
■
則
り
ｉ
■

Ⅱ
即
■
■
『
Ⅱ
■
弓
■
ｒ
Ｌ
庁
Ⅱ
Ｐ

即
旦
Ｊ
ｕ
用

・
■
■
。
ｒ
且

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｒ

■
ｌ
ｌ
１
Ｈ
Ⅱ

Ⅱ
Ｉ
■
１
■

…一

事

■
■
Ⅵ
’
四

ロ

・‘一一i一一一一

旧年出

氏月生

;名 日の

氏
編

項

圧’た昭
和
三
十
七
年
八
月
十
七
日

《
、
上
り

口

一一

灯一

威蒔

雄お名
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一

畑
号
月
一
日日
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Ⅱ
Ｊ
１
■
■
Ｊ
士
・
己
■
Ⅲ
「
ｄ
・
叩
Ｊ
■
回
・
㎡
可
■
且
。
ｑ
■
Ⅱ
Ｆ
■
。
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ

事

項

庁

。
■
Ⅱ
■
■
・
・
も
Ｉ

田

■
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威
雄偽’
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Ⅱ
０
１
１
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一
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引
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Ⅱ
“
■
日
画
■
■
日
旧
ｒ
■
Ⅱ
巳
Ⅱ
■
０
Ｊ
■
１
Ｊ
■
■
口
■
■
Ｌ
里
■
・
■

『
卍
１
１
．
■
Ⅳ
一
曲
■
１
４
匹
■
ｕ
■
Ｌ
Ⅱ
ロ
尾
口
酎
凡
可
Ⅱ
‘
■
■
正
鍜
ｐ
申
■
可

』

事

項

一一

庁

田
口
威
雄端
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Ｌ
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■

■

け

Ｌ
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■

Ｉ

型

１

１

口
方

一一一一一

月

日

l
l
l

事

項

氏
名

出
生
の

年
月
日

旧
氏
名

一
昭
和
三
十
四
年
六
月
十
九
日
一

な
か
わ
き

中
脇一

庁

’
し
，
加
耐
レ
フ
つ
｝
高
ノ

慎
二
郎
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河
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■
四
一
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印
四
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ｆ
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四
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Ⅱ
ｌ
限
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１
１
１
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‐１
１
１
１

吋
Ｉ
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日

一

事亜
ロ
咄
Ｊ
庁
｝
名
１
口
・
ロ
‐
孔
．
？
‐
田
‐
・
皿
‐
冊
Ｌ
Ｊ
．
‐
Ｐ
。
Ⅲ
旦
出
印
唱
ｊ
１
Ｆ
‐
ａ
・
皿
釧
吾
『
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岬
０
・
間
配
．
Ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｐ

一
中
脇
慎
二
郎

項
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二
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裁 判 所

〃 〃 〃 〃 〃 年〃

一
一
二
一
四
一
一
一
山
形
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

一
一
一

一

一

七

一

凸

読

一
一
一
一
一

一
一
一○ 号

月四 四 四 四 四

今 一 一 一 一

命
ず
る

山
形
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

山
形
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

ロ
福
島
地
方
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
首
席
書
記
官
）
を

命
ず
る

命
ず
る

山
形
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ずＩ

る仙
台
高
等
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
刑
事
次
席
書
記
官
）
を

事

項

最
高
裁
判
所

最
高
裁
判
所

〃 〃 〃 〃

庁

中
脇

慎
二
郎
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■
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月

日
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項
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名
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脇
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二
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一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一
一 号

月
四八

日
』■

1
る 旭
川
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

る

事

項

最
高
裁
判
所

〃

庁

加
藤
博
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■

ﾄ

－

1

4丁

令
和

元

″
一
一

九

″
一
一

八

平
成
二

●
▲五

年

号

八 八 四 四
月

－ － 全
一 一

日

● ■

札
幌
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

〃

札
幌
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

〃

0

解
除
す
る

函
館
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
の
併
任
を

る

〃

函
館
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
宮
（
事
務
局
長
）
に
併
任
す

函
館
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

命
ず
る

最
高
裁
判
所

札
幌
高
等
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
民
事
次
席
書
記
官
）
を

事

項

庁
名

裁 判 所



’rm 裁 判 所

’

現
住
所

年
Ｌ
■
Ｊ
Ｌ
４
Ⅱ
由
■
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｌ
ｐ
Ｌ

■
■
１
１
■
■

ロ

方園

月

日
Iロ

■

■
■
■
唖

事

一

旧
氏
名
一

氏
名

出生の年月日
項
ロヂ、

に
ぼ
ん
や
な
ぎ

二
本
柳

昭
和
三
十
五
年
七
月
十
五
日

庁

あ
き
ら
聡名

’



裁 判 所

…

■
■
Ｆ
Ⅱ

岬
・
■
・
旧
ｒ
エ
リ
．
Ｌ
毎
日
■
・
口
亘
■
七
Ｆ
町
■
一
田
干
白
晶
■
］
１
１
□
Ｉ
弔
四
昨
Ｉ
Ｉ
Ｂ
］
．
』
・
右
。
■
■
Ｉ
■
「
■
■
■
卍
毛
呂
■
］
■
里
ｌ
ユ
＆
‐
■
Ｐ

事

項

▽一

ﾉ丁
▽一

ﾉ丁

二
本
柳
聡名名
－



げ

－
一 一ー一 一一

裁 判 所’~g~F1 一己

一

年ﾉノ〃〃

一
一
一

一

四

二
七 号

一

－

jl
四四山

日

’

一
一
札
幌
商
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
人
事
課
長
）
を

一

一

ヅ

○ 函
館
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

命
ず
る

札
幌
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
家
事
首
席
書
記
官
）
を

事

〃夕

■

項

最
高
裁
判
所

札
幌
高
等
裁
判
所

庁 一
一
一

本
柳

名
聡



1

4］
~

I
〃

二

○

平
成
二
八

年
号

八 八 月

▲

－◆ 日

D

D

B

る

〃

最
高
裁
判
所
裁
判
所
書
記
官
（
訟
廷
首
席
書
記
官
）
を
命
ず

を
命
ず
る

〃

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
裁
判
所
事
務
官
（
第
三
課
長
）

命
ず
る

最
高
裁
判
所

事

項

－

庁

名

裁 判 所



’ 裁 判 所

現
住
所

■

､

月

日

一一

頚

氏
名

年出

月生

日の

項ｌ
ｌ
ｉ
ｉ

一

宏

一一

沓Lう昭
和
三
十
六
村賞

庁
年

■
■
■
■
■
■
■
■
』
■
■
・
Ｐ
Ｉ
ｌ
０
Ｌ
Ⅲ
１
．
＄
、 名

－

ー.■ 二 一一.“一〒一 一



■■■■■■■

所裁 判

｜

’

出
‐
■
町
Ｉ
呵
日
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｐ
Ｌ
上
■
Ⅱ
・
ト
ロ
且
。
‘
Ｉ
■
．
旧
・

日

。

。

■

■

ー

庁

香
村
直
樹楽！



裁 判 所

年〃〃

一
一
一

一
一
一
一
一

《ロ
万

月

四四
＝一●

一一

日
一

デー

高
松
家
庭
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

る高
松
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
総
務
課
長
）
を

事

項

最
高
裁
判
所

庁

香
村
直
樹

〆、、
、

名



－

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ． ー

4~r

I
〃

二

○

″
一
一

八

″
一
一

上
ー

平
成
二
五

年
号

八 八 四 四
月

一
。■L

心 一

日

る 高
松
高
等
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
次
長
）
を
命
ず

を
命
ず
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
経
理
局
裁
判
所
事
務
官
（
参
事
官
）

）
を
命
ず
る

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
経
理
局
裁
判
所
事
務
官
（
用
度
課
長

松
山
地
方
裁
判
所
裁
判
所
事
務
官
（
事
務
局
長
）
を
命
ず
る

命
ず
る

事

項

〃 〃 〃 最
高
裁
判
所

高
松
高
等
裁
判
所

庁
名

裁 判 所

香
村
直
樹



最高裁人任第1131号

令和2年8月21日

1

内閣総理大臣安倍晋 殿三

車
】
一

軍
】

最高裁判所長官大谷直）

簡易裁判所判事に兼ねて任命されるべき者を次のとおり指名する。

なお，本件は裁判官会議の議を経たものである。

おって， 同人は，兼官たる簡易裁判所判事としての任期が令和2年8月31日限

叩

り終了するものである。

なか い さえ こ

井彩子判 事 中(東京地方裁判所判事）

令和2年9月1日）(発令希望日

齢



(再任）

簡易裁判所判事任命資格調 （令和2年9月1日）

補職さるべき庁 現職及び前職 氏 名 生年月日 根拠法規

東京地判事兼東
京簡裁判事

東京地判事兼東
京簡裁判事

中井彩子 昭55.5.20 略

0 ．



兼 官 理 由

簡易裁判所判事を兼官さ簡易裁判所の令状事件等の処理を機動的に行うために，

せて裁判事務を適正に処理させたい。

、


